
よくかんで食
た

べよう！ 

２０２６年
ねん

の 

恵
え

方
ほう

は 

「南
なん

南
なん

東
と う

」 

 

 

 

寒
さむ

さの中
なか

にも少
すこ

しずつ春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じる季節
きせつ

ですが、まだ寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

きそうですね。この時期
じ き

に

流 行
りゅうこう

しやすいのがウイルスなどによる感染
かん せん

症
しょう

で、予防
よぼう

には外出時
がいしゅつじ

や食事前
しょくじまえ

の手洗
てあら

い・うがいが

効果的
こうかてき

です。栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

を朝昼夕
あさひるゆう

に食
た

べて体
からだ

の抵抗力
ていこうりょく

も高
たか

めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食費の精算をします 

３月の給食費は、３月の給食予定食数が提出される２月２７日（金）時点で精算し、３月３１日

（火）に口座振替します。そのため、３月の給食停止は原則出来ませんので、ご了承ください。 

精算書は、３月中旬に送付予定です。精算額を確認のうえ、徴収の場合は、お届け口座の残高を

ご確認ください。３月３１日に引落しできなかった場合は、納付書を送付します。指定金融機関ま

たはコンビニエンスストアでお支払いください。 

 

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まきをしたり、ヒイラギイワ

シ（ヤイカガシ）を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

ったりして、病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす“鬼
おに

（邪
じゃ

気
き

）”

を追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。最
さい

近
きん

では、「恵
え

方
ほう

巻
ま

き」が店
てん

頭
とう

をにぎわすようになりましたが、もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではなく、

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の商
しょう

人
にん

が商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のために行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まり

とされています。（※諸説
しょせつ

あります） 

大
だい

豆
ず

をいったもの。豆
まめ

ま

きに使
つか

うほか、自
じ

分
ぶん

の年
ねん

齢
れい

の数
かず

、または年
ねん

齢
れい

の数
かず

＋１

個
こ

食
た

べて、１年
ねん

の幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。大
だい

豆
ず

の代
か

わりに落
らっ

花
か

生
せい

を使
つか

う地
ち

域
いき

もありま

す。 

 太
ふと

巻
ま

きずし。その

年
とし

の歳
とし

神
がみ

様
さま

がいる

とされる“恵
え

方
ほう

”を

向
む

き、願
ねが

い事
ごと

を思
おも

い

浮
う

かべながら、無
む

言
ごん

で丸
まる

かじりします。 

※いり大豆・落花生ともに、５歳以下の子どもは窒息する危険性があるため、食べさせないでください。 

家
いえ

にある食
しょく

材
ざい

を確
かく

認
にん

し、使
つか

い切
き

れる分
ぶん

だけ買
か

う。 

旬
しゅん

のもの、地
ち

域
いき

でと

れたものを選
えら

ぶ。 

すぐに使
つか

うなら消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

・賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

の近
ちか

いものを 

選
えら

ぶ。 

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

を整
せい

理
り

し、 

詰
つ

め込
こ

み過
す

ぎない。 

熱
あつ

いものは、冷
さ

ましてか

ら冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に入
い

れる。 

消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

と賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

の違
ちが

いを

理
り

解
かい

し、食
しょく

品
ひん

を使
つか

い切
き

る。 

炊
すい

飯
はん

器
き

は、保
ほ

温
おん

時
じ

間
かん

を

短
みじか

くする。 

ガスの炎
ほのお

は、鍋
なべ

底
ぞこ

からは

み出
だ

さないように 

する。 

根
こん

菜
さい

類
るい

の下
した

ごしらえに電
でん

子
し

レンジを利
り

用
よう

する。 

生
なま

ごみは、水
みず

気
け

をよく切
き

ってから捨
す

てる。 

食
しょっ

器
き

や調
ちょう

理
り

器
き

具
ぐ

は、汚
よご

れを拭
ふ

き取
と

ってから洗
あら

う。 

食
しょっ

器
き

を洗
あら

うときに水
みず

を

流
なが

しっぱなしにしない。 

毎
まい

年
とし

２月
がつ

は、国
くに

が定
さだ

める「省
しょう

エネルギー月
げっ

間
かん

」です。私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

は、電
でん

気
き

やガス、ガ

ソリンなどのエネルギーによって支
ささ

えられています。一
いっ

方
ぽう

で、エネルギーを作
つく

る際
さい

に発
はっ

生
せい

す

る二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

は、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の一
ひと

つと考
かんが

えられており、エネルギーを効
こう

率
りつ

よく使
つか

う

「省
しょう

エネルギー（省
しょう

エネ）」を進
すす

めることは、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の防
ぼう

止
し

や環
かん

境
きょう

を守
まも

ることにつな

がります。まずは身
み

近
ぢか

な食
しょく

生
せい

活
かつ

から、省
しょう

エネを心
こころ

がけてみませんか？ 


